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配食サービス事業者（以後事業者）は配食事業利用者（以後利用者）に対し紙面による調査（以後紙

面調査）を行っている．そのため，現行ではデータの収集及び集計に手間を要する．先行研究(1)でのシス

テムと従来からの紙面調査を比較した結果，評価が不十分であった．そこで，画面の視認性及びデータ

の数値化を行うことで使用性を向上させ，収集した利用者のデータをグラフ化し表示させる機能や事業

者間のコメント共有機能を追加した．それによる効果について，紙面と本システムの評価を検証した．

実験の結果，紙面と本システムの間に有意差が見られず，更なるシステム改良が必要であることが明ら

かとなった． 
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1. はじめに 

日本で急速な高齢化が進んでいる中，事業者は地域

包括ケアシステムの重要な担い手とされており，厚生

労働省(2)によると，配食市場規模は 2009 年度から

2014 年度の 6 年間で 1.8 倍強拡大している．このこと

から，配食サービスの利用の増大が今後見込まれるだ

けでなく，配食サービス利用時に高齢者の健康状態を

調査することが必要となっている．調査には厚生労働

省があげている「配食注文時のアセスメント及び継続

時のフォローアップにおける確認項目例」(3)を利用し，

利用者の状態を把握している．しかし，調査には紙面

が利用されており，調査に不十分な項目や調査したデ

ータの管理が困難であることが懸念されている． 

先行研究(1)では調査をシステム化することで，デー

タの収集や閲覧及び統計を容易にすることを目的とし

た．しかし，現段階のシステムでは視認性や使用性が

不十分であり，加えて利用者への助言が提示されない

ことが課題となった． 

そこで，本研究では画面の視認性及び使用性を改善

させ，収集した利用者のデータをグラフ化し表示する

機能や事業者間のコメント共有機能といった利用者へ

の助言を促進させる機能を追加することでシステム化

の有用性を明らかにすることを目的とする． 

 

2. システム概要 

 

図 1 本システムの概要と運用手順 

 

①利用者宅訪問 

②配食事業者アカウントログイン 

利用者選択 

③利用者データ入力 

④利用者データ閲覧 

⑤訪問終了 
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本システムの概要と運用手順（図 1）を番号順に説

明する． 

① 事業者が利用者を訪問し状況を観察する． 

② 事業者がシステムにログインする． 

③ 事業者がデータ入力画面（図 2）において利用

者のデータを入力する． 

④ 事業者が最新の利用者データ表示画面（図 3），

累積の利用者データ表示画面（図 4）を用いて利

用者のデータを閲覧する．同時に，事業者間のコ

メント共有画面（図 5）により，コメントの共有

が可能である． 

⑤ 事業者の訪問を終了する． 

 

 

図 2 本システム入力画面 

 

 

図 3 最新の利用者データ表示画面 

 

 

図 4 累積の利用者データ表示画面 

 

 

図 5 事業者間のコメント共有画面 

 

3. 実験概要 

3.1 実験方法 

本システムの使用後にシステムの有用性についての

評価実験を行った．調査対象者は医療・福祉専門職 4

名を対象に利用者への調査に対する紙面と本システム

の有用性についてのアンケートを実施した．これらは

5 件法で実施し，数字が大きくなるほど評価が高いも

のとする． 
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3.2 アンケート内容 

表 1 は実験に使用したアンケート内容である． 

 

表 1 アンケート内容 

3.3 実験結果 

図 6は実験で得られたアンケート結果の平均を表し

た棒グラフである． 

図 6 アンケート結果平均のグラフ 

4. 結論 

本研究では画面の可視性や使用性の向上及び利用者

への助言を促進させる機能を追加することで紙面調査

と比較して本システムの有用性について明らかにする

ことを試みた． 

その結果，有意差が見られず，本システムでは有用

性が不十分であることが明らかとなった．原因として，

被験者が僅かであったことや，利用者データが共有の

みでデータの利用方法が不明であったため本システ

ムの使用性が不十分であったことが挙げられる． 

今後の課題として，利用者ごとのデータだけではな

く利用者全体のデータや複数の利用者と比較する機

能の追加を検討する．また，現行のシステムでは助言

を口頭で実施するため，利用者の状態及びそれに対す

る助言が入力データに応じて自動的に提示される利

用者向けのシステムの開発を検討する． 
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質

問 

質問事項 

1 データの集計しやすさについてどう感じますか． 

－紙面 －システム 

2 （画面又は紙面の）デザインについてどう感じます

か． 

3 データの閲覧しやすさについてどう感じますか． 

－紙面 －システム 

4 （画面または紙面の）データの記入しやすさについ

てどう感じますか． 

－紙面 －システム 

5 利用者解答を集計することで，利用者（高齢者）に

対して良いアドバイスができると感じましたか． 

－紙面 －システム 

6 5 での解答において，選択した理由があればご記入

ください． 

7 配食サービスのデータを利用したい，または利用す

べきだと思いましたか． －紙面 －システム 

8 既にある機能の他に追加した方がよいと思う機能

があればお書きください． 

9 その他お気づきの点，改善点がございましたらお書

きください． 
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